
(57)【要約】

【課題】　特にエバポレータとして使用した際の熱交換

性能の優れた熱交換器を提供する。

【解決手段】　エバポレータ１は、一端部に冷媒入口37

を有する冷媒入口ヘッダ部５と、冷媒入口ヘッダ部５の

長さ方向に間隔をおいて配置されかつ一端部が冷媒入口

ヘッダ部５に接続された複数の熱交換管12とを備えてい

る。冷媒入口ヘッダ部５内を、分流制御壁10によって冷

媒入口37を通して冷媒が流入する上部空間5aと、熱交換

管12が臨む下部空間5bとに区画する。分流制御壁10にお

ける冷媒入口37が形成された側とは反対側の端部に連通

穴40を形成する。下部空間5b内に、上部空間5a内での冷

媒の流れ方向とは逆向きの冷媒の流れが生じるように、

両空間5a、5bを連通穴40を介して相互に連通させる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 端 部 に 冷 媒 入 口 を 有 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 長 さ 方 向 に 間 隔 を お
い て 配 置 さ れ か つ 一 端 部 が 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 管 と を 備 え て い る
熱 交 換 器 で あ っ て 、
　 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 が 、 分 流 制 御 手 段 に よ っ て 冷 媒 入 口 を 通 し て 冷 媒 が 流 入 す る 第 １ の
空 間 と 、 熱 交 換 管 が 臨 む 第 ２ の 空 間 と に 区 画 さ れ 、 第 ２ の 空 間 内 に 、 第 １ の 空 間 内 で の 冷
媒 の 流 れ 方 向 と は 逆 向 き の 冷 媒 の 流 れ が 生 じ る よ う に 、 両 空 間 が 連 通 部 を 介 し て 相 互 に 連
通 さ せ ら れ て い る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
冷 媒 が 、 連 通 部 を 通 っ て 流 れ 方 向 を 変 え る よ う に Ｕ タ ー ン し て 第 １ の 空 間 か ら 第 ２ の 空 間
に 流 入 す る よ う に な さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 両 空 間 が 、 冷 媒 入 口 が 形 成 さ れ た 側 と は 反 対 側 の 端 部 に お い て 、 連 通
部 を 介 し て 相 互 に 連 通 さ せ ら れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
連 通 部 が 、 分 流 制 御 手 段 に 形 成 さ れ た 連 通 穴 か ら な る 請 求 項 １ ～ ３ の う ち の い ず れ か に 記
載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
分 流 制 御 手 段 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ た 熱 交 換 管 へ の 冷 媒 の 分 流 を 調 整 す る 分 流
調 整 穴 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ６ 】
分 流 調 整 穴 が 、 分 流 制 御 手 段 に お け る 冷 媒 入 口 側 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の
熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ７ 】
冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 両 空 間 が 、 冷 媒 入 口 が 形 成 さ れ た 側 と は 反 対 側 の 端 部 に お い て 、 連 通
部 を 介 し て 相 互 に 連 通 さ せ ら れ 、 分 流 調 整 穴 が 、 分 流 制 御 手 段 に お け る 冷 媒 入 口 と は 反 対
側 の 部 分 で か つ 連 通 部 よ り も 冷 媒 入 口 側 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ５ ま た は ６ 記 載 の 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 ８ 】
冷 媒 入 口 を 有 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 後 側 に 位 置 し か つ 冷 媒 出 口 を
有 す る 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 お よ び 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 を 通 じ さ せ る 冷 媒
循 環 経 路 と を 備 え て お り 、 冷 媒 循 環 経 路 が 、 少 な く と も ２ つ の 中 間 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口
ヘ ッ ダ 部 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 お よ び す べ て の 中 間 ヘ ッ ダ 部 を 通 じ さ せ る 複 数 の 熱 交 換 管 と
よ り な る 請 求 項 １ ～ ７ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ９ 】
間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 管 か ら な る 熱 交 換 管 群 が 前 後 方 向 に 並 ん で 複 数 列 配
置 さ れ る と と も に 隣 り 合 う 熱 交 換 管 間 に フ ィ ン が 配 置 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ た 熱 交 換
コ ア 部 と 、 熱 交 換 管 の 一 端 側 に 配 置 さ れ 、 か つ 少 な く と も １ 列 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 が
接 続 さ れ た 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 熱 交 換 管 の 一 端 側 に お い て 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 後 側 に 配
置 さ れ 、 か つ 少 な く と も １ 列 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 が 接 続 さ れ た 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と 、
熱 交 換 管 の 他 端 側 に 配 置 さ れ 、 か つ 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ て い る 熱 交 換 管 が 接 続 さ
れ た 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 と 、 熱 交 換 管 の 他 端 側 に お い て 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 の 後
側 に 配 置 さ れ 、 か つ 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ て い る 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 が 接 続 さ れ
た 冷 媒 流 出 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 と を 備 え て い る 請 求 項 １ ～ ８ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
熱 交 換 管 が 偏 平 状 で あ っ て 、 そ の 幅 方 向 を 前 後 方 向 に 向 け て 配 置 さ れ て お り 、 熱 交 換 管 の
厚 み で あ る 管 高 さ が ０ ． ７ ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
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フ ィ ン が 、 波 頂 部 、 波 底 部 お よ び 波 頂 部 と 波 底 部 と を 連 結 す る 平 坦 な 連 結 部 と よ り な る コ
ル ゲ ー ト 状 で あ り 、 フ ィ ン 高 さ で あ る 波 頂 部 と 波 底 部 と の 直 線 距 離 が ７ ． ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ．
０ ｍ ｍ 、 同 じ く フ ィ ン ピ ッ チ で あ る 連 結 部 の ピ ッ チ が １ ． ３ ～ １ ． ７ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 ９
ま た は １ ０ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 波 頂 部 お よ び 波 底 部 が 、 平 坦 部 分 と 、 平 坦 部 分 の 両 側 に 設 け ら れ か つ
連 結 部 に 連 な っ た ア ー ル 状 部 分 と よ り な り 、 ア ー ル 状 部 分 の 曲 率 半 径 が ０ ． ７ ｍ ｍ 以 下 で
あ る 請 求 項 １ １ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と が 、 １ つ の ヘ ッ ダ タ ン ク 内 を 仕 切 手 段 に よ っ て 前
後 に 区 画 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ ～ １ ２ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換
器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
ヘ ッ ダ タ ン ク が 、 熱 交 換 管 が 接 続 さ れ た 第 １ 部 材 と 、 第 １ 部 材 に お け る 熱 交 換 管 と は 反 対
側 の 部 分 に ろ う 付 さ れ た 第 ２ 部 材 と 、 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 の 両 端 に ろ う 付 さ れ た 閉 鎖 部 材
と よ り な り 、 第 ２ 部 材 に 、 分 流 制 御 手 段 お よ び 仕 切 手 段 が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
３ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
い ず れ か 一 方 の 閉 鎖 部 材 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 第 １ の 空 間 に 通 じ る 冷 媒 入 口 お よ び 冷 媒
出 口 ヘ ッ ダ 部 内 に 通 じ る 冷 媒 出 口 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
第 １ 部 材 が 少 な く と も 片 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト よ り な る
請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
第 ２ 部 材 が ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 よ り な る 請 求 項 １ ４ ～ １ ６ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱
交 換 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び エ バ ポ レ ー タ を 備 え て お り 、 エ バ ポ レ ー タ が 、 請 求 項 １ ～ １ ７
の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 か ら な る 冷 凍 サ イ ク ル 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ８ 記 載 の 冷 凍 サ イ ク ル が 、 カ ー エ ア コ ン と し て 搭 載 さ れ て い る 車 両 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 熱 交 換 器 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 た と え ば 自 動 車 に 搭 載 さ れ る 冷 凍 サ イ ク
ル で あ る カ ー エ ア コ ン の エ バ ポ レ ー タ と し て 好 適 に 使 用 さ れ る 熱 交 換 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 、 「 ア ル ミ ニ ウ ム 」 と い う 用 語 に は 、 純 ア ル
ミ ニ ウ ム の 他 に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 含 む も の と す る 。 ま た 、 こ の 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の
範 囲 に お い て 、 隣 接 す る 熱 交 換 管 ど う し の 間 の 通 風 間 隙 を 流 れ る 空 気 の 下 流 側 （ 図 １ に 矢
印 Ｘ で 示 す 方 向 ） を 前 、 こ れ と 反 対 側 を 後 と い う も の と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 カ ー エ ア コ ン 用 エ バ ポ レ ー タ と し て 、 １ 対 の 皿 状 プ レ ー ト を 対 向 さ せ て 周 縁 部 ど
う し を ろ う 付 し て な る 複 数 の 偏 平 中 空 体 が 並 列 状 に 配 置 さ れ 、 隣 接 す る 偏 平 中 空 体 間 に ル
ー バ 付 き コ ル ゲ ー ト フ ィ ン が 配 置 さ れ て 偏 平 中 空 体 に ろ う 付 さ れ た 、 所 謂 積 層 型 エ バ ポ レ
ー タ が 広 く 用 い ら れ て い た 。 と こ ろ が 、 近 年 、 エ バ ポ レ ー タ の さ ら な る 小 型 軽 量 化 お よ び
高 性 能 化 が 要 求 さ れ る よ う に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 要 求 を 満 た す エ バ ポ レ ー タ と し て 、 本 出 願 人 は 、 先 に 、 間 隔 を お い
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て 配 置 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 管 か ら な る 熱 交 換 管 群 が 前 後 方 向 に 並 ん で ２ 列 配 置 さ れ る こ と
に よ り 構 成 さ れ た 熱 交 換 コ ア 部 と 、 熱 交 換 コ ア 部 の 上 端 側 に 配 置 さ れ た 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ
タ ン ク と 、 熱 交 換 コ ア 部 の 下 端 側 に 配 置 さ れ た 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク と を 備 え て お り
、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク 内 が 仕 切 壁 に よ り 前 側 に 位 置 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 後 側 に 位
置 す る 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と に 区 画 さ れ 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 一 端 部 に 冷 媒 入 口 が 形 成 さ れ
る と と も に 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 に お け る 冷 媒 入 口 と 同 一 端 部 に 冷 媒 出 口 が 形 成 さ れ 、 冷 媒
タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク 内 が 仕 切 壁 に よ り 前 側 に 位 置 す る 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 と 後 側 に 位 置 す
る 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 と に 仕 切 ら れ 、 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク の 仕 切 壁 に 長 さ 方 向 に 間 隔
を お い て 複 数 の 冷 媒 通 過 穴 が 形 成 さ れ 、 前 側 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 の 上 端 部 が 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 に 、 後 側 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 の 上 端 部 が 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、
前 側 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 の 下 端 部 が 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 に 、 後 側 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 の
下 端 部 が 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク の 冷 媒 入 口 ヘ ッ
ダ 部 に 流 入 し た 冷 媒 が 、 前 側 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 を 通 っ て 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク
の 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 内 に 流 入 し 、 つ い で 仕 切 壁 の 冷 媒 通 過 穴 を 通 っ て 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 内
に 流 入 し 、 さ ら に 後 側 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 を 通 っ て 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク の 冷 媒 出
口 ヘ ッ ダ 部 に 流 入 す る よ う に な さ れ て い る エ バ ポ レ ー タ を 提 案 し た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 者 が 種 々 検 討 し た 結 果 、 特 許 文 献 １ 記 載 の エ バ ポ レ ー タ に お い て
は 、 次 の よ う な 問 題 が 生 じ る お そ れ の あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ 記 載 の エ バ ポ レ ー タ に お い て は 、 積 層 型 エ バ ポ レ ー タ に 比 較 し て 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 内 の 通 路 断 面 積 を 大 き く と り や す く 、 通 路 抵 抗 を 低 減 し や す い 。 し か し な が ら 、 そ
の 反 面 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 熱 交 換 管 が 臨 ん で い る 全 体 の 内 容 積 が 大 き く な る た め 、 特 に
圧 縮 機 の オ ン 、 オ フ 制 御 時 の 応 答 性 が 遅 く な る 傾 向 が あ る 。 す な わ ち 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部
全 体 の 内 容 積 が 大 き く 、 冷 媒 の 流 速 が 遅 い こ と 、 お よ び 熱 交 換 管 が 臨 ん で い る 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 全 体 の 内 容 積 が 大 き く 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 全 体 内 に あ る 程 度 の 冷 媒 が 溜 ま っ た 状 態
に な ら な い と 熱 交 換 管 内 に 流 入 し な い こ と に 起 因 し て 、 圧 縮 機 が オ ン に な っ た 場 合 に も 、
エ バ ポ レ ー タ が 冷 え 始 め る ま で に 時 間 が か か る こ と が あ る 。 こ れ と は 逆 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ
ダ 部 全 体 の 内 容 積 が 大 き く 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 に 残 る 冷 媒 量 が 熱 交 換 管 の 並 び 方 向 に お
い て ば ら つ く こ と に 起 因 し て 、 圧 縮 機 が オ フ に な っ た 場 合 に も 、 エ バ ポ レ ー タ の 温 度 上 昇
が 不 均 一 に な っ て 吐 気 温 が 不 均 一 に な る こ と が あ る 。 さ ら に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 内 容 積
が 大 き く な る た め 、 冷 媒 流 量 が 少 な い 場 合 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 冷
媒 入 口 か ら 遠 い 位 置 ま で は 流 れ に く く な り 、 前 側 熱 交 換 管 群 に お け る 冷 媒 入 口 に 近 い 位 置
に あ る 熱 交 換 管 内 に 多 量 の 冷 媒 が 流 入 し て 冷 媒 流 量 が 多 く な る と と も に 、 冷 媒 入 口 か ら 遠
い 位 置 に あ る 熱 交 換 管 内 に は 少 量 の 冷 媒 が 流 入 す る こ と に な っ て 冷 媒 流 量 が 少 な く な り 、
後 側 熱 交 換 管 群 に お い て も 冷 媒 入 口 に 近 い 位 置 に あ る 熱 交 換 管 内 内 の 冷 媒 流 量 が 多 く な る
と と も に 、 冷 媒 入 口 か ら 遠 い 位 置 に あ る 熱 交 換 管 内 の 冷 媒 流 量 が 少 な く な る 。 そ の 結 果 、
熱 交 換 に 寄 与 す る 冷 媒 量 が 熱 交 換 コ ア 部 に お け る 冷 媒 入 出 タ ン ク の 長 さ 方 向 に 関 し て 不 均
一 に な り 、 熱 交 換 コ ア 部 を 通 過 し て 来 た 空 気 の 温 度 も 場 所 に よ っ て 不 均 一 に な っ て 、 エ バ
ポ レ ー タ の 熱 交 換 性 能 の 向 上 効 果 が 十 分 得 ら れ な い こ と が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ５ ０ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 を 解 決 し 、 特 に エ バ ポ レ ー タ と し て 使 用 し た 際 の 熱 交 換 性
能 の 優 れ た 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 態 様 か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 1)一 端 部 に 冷 媒 入 口 を 有 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 長 さ 方 向 に 間 隔
を お い て 配 置 さ れ か つ 一 端 部 が 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 管 と を 備 え て
い る 熱 交 換 器 で あ っ て 、
　 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 が 、 分 流 制 御 手 段 に よ っ て 冷 媒 入 口 を 通 し て 冷 媒 が 流 入 す る 第 １ の
空 間 と 、 熱 交 換 管 が 臨 む 第 ２ の 空 間 と に 区 画 さ れ 、 第 ２ の 空 間 内 に 、 第 １ の 空 間 内 で の 冷
媒 の 流 れ 方 向 と は 逆 向 き の 冷 媒 の 流 れ が 生 じ る よ う に 、 両 空 間 が 連 通 部 を 介 し て 相 互 に 連
通 さ せ ら れ て い る 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 2)冷 媒 が 、 連 通 部 を 通 っ て 流 れ 方 向 を 変 え る よ う に Ｕ タ ー ン し て 第 １ の 空 間 か ら 第 ２ の
空 間 に 流 入 す る よ う に な さ れ て い る 上 記 1)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 3)冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 両 空 間 が 、 冷 媒 入 口 が 形 成 さ れ た 側 と は 反 対 側 の 端 部 に お い て 、
連 通 部 を 介 し て 相 互 に 連 通 さ せ ら れ て い る 上 記 1)ま た は 2)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 4)連 通 部 が 、 分 流 制 御 手 段 に 形 成 さ れ た 連 通 穴 か ら な る 上 記 1)～ 3)の う ち の い ず れ か に
記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 5)分 流 制 御 手 段 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ た 熱 交 換 管 へ の 冷 媒 の 分 流 を 調 整 す る
分 流 調 整 穴 が 形 成 さ れ て い る 上 記 1)～ 4)の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 6)分 流 調 整 穴 が 、 分 流 制 御 手 段 に お け る 冷 媒 入 口 側 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 上 記 5)記 載
の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 7)冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 両 空 間 が 、 冷 媒 入 口 が 形 成 さ れ た 側 と は 反 対 側 の 端 部 に お い て 、
連 通 部 を 介 し て 相 互 に 連 通 さ せ ら れ 、 分 流 調 整 穴 が 、 分 流 制 御 手 段 に お け る 冷 媒 入 口 と は
反 対 側 の 部 分 で か つ 連 通 部 よ り も 冷 媒 入 口 側 に 形 成 さ れ て い る 上 記 5)ま た は 6)記 載 の 熱 交
換 器 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 8)冷 媒 入 口 を 有 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 後 側 に 位 置 し か つ 冷 媒 出
口 を 有 す る 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 お よ び 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 を 通 じ さ せ る
冷 媒 循 環 経 路 と を 備 え て お り 、 冷 媒 循 環 経 路 が 、 少 な く と も ２ つ の 中 間 ヘ ッ ダ 部 と 、 冷 媒
入 口 ヘ ッ ダ 部 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 お よ び す べ て の 中 間 ヘ ッ ダ 部 を 通 じ さ せ る 複 数 の 熱 交 換
管 と よ り な る 上 記 1)～ 7)の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 9)間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 熱 交 換 管 か ら な る 熱 交 換 管 群 が 前 後 方 向 に 並 ん で 複 数
列 配 置 さ れ る と と も に 隣 り 合 う 熱 交 換 管 間 に フ ィ ン が 配 置 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ た 熱
交 換 コ ア 部 と 、 熱 交 換 管 の 一 端 側 に 配 置 さ れ 、 か つ 少 な く と も １ 列 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換
管 が 接 続 さ れ た 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 、 熱 交 換 管 の 一 端 側 に お い て 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 後 側
に 配 置 さ れ 、 か つ 少 な く と も １ 列 の 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 が 接 続 さ れ た 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部
と 、 熱 交 換 管 の 他 端 側 に 配 置 さ れ 、 か つ 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ て い る 熱 交 換 管 が 接
続 さ れ た 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 と 、 熱 交 換 管 の 他 端 側 に お い て 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部
の 後 側 に 配 置 さ れ 、 か つ 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ て い る 熱 交 換 管 群 の 熱 交 換 管 が 接 続
さ れ た 冷 媒 流 出 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 と を 備 え て い る 上 記 1)～ 8)の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交
換 器 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 10)熱 交 換 管 が 偏 平 状 で あ っ て 、 そ の 幅 方 向 を 前 後 方 向 に 向 け て 配 置 さ れ て お り 、 熱 交
換 管 の 厚 み で あ る 管 高 さ が ０ ． ７ ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 上 記 9)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 11)フ ィ ン が 、 波 頂 部 、 波 底 部 お よ び 波 頂 部 と 波 底 部 と を 連 結 す る 平 坦 な 連 結 部 と よ り
な る コ ル ゲ ー ト 状 で あ り 、 フ ィ ン 高 さ で あ る 波 頂 部 と 波 底 部 と の 直 線 距 離 が ７ ． ０ ｍ ｍ ～
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１ ０ ． ０ ｍ ｍ 、 同 じ く フ ィ ン ピ ッ チ で あ る 連 結 部 の ピ ッ チ が １ ． ３ ～ １ ． ７ ｍ ｍ で あ る 上
記 9)ま た は 10)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 12)コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 波 頂 部 お よ び 波 底 部 が 、 平 坦 部 分 と 、 平 坦 部 分 の 両 側 に 設 け ら
れ か つ 連 結 部 に 連 な っ た ア ー ル 状 部 分 と よ り な り 、 ア ー ル 状 部 分 の 曲 率 半 径 が ０ ． ７ ｍ ｍ
以 下 で あ る 上 記 11)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 13)冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 と 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 と が 、 １ つ の ヘ ッ ダ タ ン ク 内 を 仕 切 手 段 に よ
っ て 前 後 に 区 画 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 上 記 8)～ 12)の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱
交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 14)ヘ ッ ダ タ ン ク が 、 熱 交 換 管 が 接 続 さ れ た 第 １ 部 材 と 、 第 １ 部 材 に お け る 熱 交 換 管 と
は 反 対 側 の 部 分 に ろ う 付 さ れ た 第 ２ 部 材 と 、 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 の 両 端 に ろ う 付 さ れ た 閉
鎖 部 材 と よ り な り 、 第 ２ 部 材 に 、 分 流 制 御 手 段 お よ び 仕 切 手 段 が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 上
記 13)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 15)い ず れ か 一 方 の 閉 鎖 部 材 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 第 １ の 空 間 に 通 じ る 冷 媒 入 口 お よ
び 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 に 通 じ る 冷 媒 出 口 が 形 成 さ れ て い る 上 記 14)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 16)第 １ 部 材 が 少 な く と も 片 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト よ
り な る 上 記 14)ま た は 15)記 載 の 熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 17)第 ２ 部 材 が ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 よ り な る 上 記 14)～ 16)の う ち の い ず れ か に 記 載 の
熱 交 換 器 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 18)　 圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び エ バ ポ レ ー タ を 備 え て お り 、 エ バ ポ レ ー タ が 、 上 記 1)
～ 17)の う ち の い ず れ か に 記 載 の 熱 交 換 器 か ら な る 冷 凍 サ イ ク ル 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 19)上 記 1８ )記 載 の 冷 凍 サ イ ク ル が 、 カ ー エ ア コ ン と し て 搭 載 さ れ て い る 車 両 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 1)～ 4)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 が 、 分 流 制 御 手 段 に よ っ て 冷 媒 入
口 を 通 し て 冷 媒 が 流 入 す る 第 １ の 空 間 と 、 熱 交 換 管 が 臨 む 第 ２ の 空 間 と に 区 画 さ れ 、 第 ２
の 空 間 内 に 、 第 １ の 空 間 内 で の 冷 媒 の 流 れ 方 向 と は 逆 向 き の 冷 媒 の 流 れ が 生 じ る よ う に 、
両 空 間 が 連 通 部 を 介 し て 相 互 に 連 通 さ せ ら れ て い る の で 、 特 許 文 献 １ 記 載 の エ バ ポ レ ー タ
に 比 較 し て 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 両 空 間 内 で の 冷 媒 の 流 速 が 速 く な る と と も に 、 熱 交 換 管
が 臨 ん で い る 空 間 の 内 容 積 が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 圧 縮 機 が オ ン に な っ た 場 合 、 第 ２
の 空 間 内 に 速 や か に 所 定 量 の 冷 媒 が 溜 ま っ て 熱 交 換 管 内 に 流 入 す る こ と に な り 、 エ バ ポ レ
ー タ が 冷 え 始 め る ま で の 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 こ れ と は 逆 に 、 圧 縮 機 が オ フ に な っ た 場 合 、
第 ２ の 空 間 内 に 残 る 冷 媒 量 の 熱 交 換 管 の 並 び 方 向 の ば ら つ き が 抑 制 さ れ 、 エ バ ポ レ ー タ の
温 度 上 昇 が 均 一 化 さ れ て 吐 気 温 が 均 一 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 圧 縮 機 の オ ン 、 オ フ 制 御 時
の 応 答 性 が 早 く な る 。 さ ら に 、 両 空 間 内 で の 冷 媒 の 流 速 が 速 く な る の で 、 冷 媒 流 量 が 少 な
い 場 合 で あ っ て も 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ の 空 間 の 全 体 に 流 れ や す
く な る 。 し た が っ て 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ て い る す べ て の 熱 交 換 管 内 の 冷 媒 流 量
が 均 一 化 さ れ る 。 そ の 結 果 、 熱 交 換 に 寄 与 す る 冷 媒 量 が 熱 交 換 コ ア 部 に お け る 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 の 長 さ 方 向 に 関 し て 均 一 化 さ れ 、 熱 交 換 コ ア 部 を 通 過 し て 来 た 空 気 の 温 度 も 全 体 的
に 均 一 化 さ れ て 熱 交 換 器 の 熱 交 換 性 能 が 著 し く 向 上 す る 。 特 に 、 冷 媒 の 流 量 が 少 な い 場 合
に も 、 熱 交 換 性 能 の 低 下 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 5)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 冷 媒 の 流 量 が 変 化 し た 場 合 や 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 の 長 さ 方
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向 に お い て 風 速 の ば ら つ き が 発 生 し た 場 合 な ど に も 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 に 接 続 さ れ た 熱 交
換 管 へ の 冷 媒 の 分 流 を 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 6)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 冷 媒 の 流 量 が 少 な い 場 合 に 、 第 ２ の 空 間 に お け る 冷 媒 入 口
か ら 最 も 離 れ た 部 分 に 多 く の 冷 媒 を 流 す こ と が で き 、 熱 交 換 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 7)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 冷 媒 の 流 量 が 多 く な り 、 か つ 冷 媒 入 口 か ら 離 れ た 側 の 風 速
が 早 く な っ た 場 合 に 、 第 ２ の 空 間 に お け る 風 速 が 早 い 側 に 多 く の 冷 媒 を 流 す こ と が で き 、
熱 交 換 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 10)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 通 気 抵 抗 の 増 大 を 抑 制 し つ つ 熱 交 換 性 能 を 向 上 さ せ 、 両
者 の バ ラ ン ス を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 11)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 通 気 抵 抗 の 増 大 を 抑 制 し つ つ 熱 交 換 性 能 を 向 上 さ せ 、 両
者 の バ ラ ン ス を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 13)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 熱 交 換 器 全 体 の 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 14)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 分 流 制 御 手 段 お よ び 仕 切 手 段 が 第 ２ 部 材 に 一 体 に 形 成 さ
れ て い る の で 、 ヘ ッ ダ タ ン ク 内 に 分 流 制 御 手 段 お よ び 仕 切 手 段 を 設 け る 作 業 が 簡 単 に な る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 16)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 第 １ 部 材 の 少 な く と も 片 面 の ろ う 材 層 を 利 用 し 、 第 １ 部
材 と 第 ２ 部 材 と を ろ う 付 す る の と 同 時 に 、 第 １ 部 材 と 熱 交 換 管 と を ろ う 付 し て 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 に 熱 交 換 管 を 接 続 す る こ と が で き る の で 、 製 造 作 業 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 17)の 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 ヘ ッ ダ タ ン ク の 第 ２ 部 材 を 比 較 的 簡 単 に 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 こ の 発 明 の
熱 交 換 器 を 、 フ ロ ン 系 冷 媒 を 使 用 し た カ ー エ ア コ ン の エ バ ポ レ ー タ に 適 用 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 １ お よ び 図 ２ の 上 下 、 左 右 を そ れ ぞ れ 上 下 、 左 右 と い う
も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は エ バ ポ レ ー タ の 全 体 構 成 を 示 し 、 図 ４ ～ 図 ８ は 要 部 の 構 成 を 示 し 、 図 ９ は
エ バ ポ レ ー タ に お け る 冷 媒 の 流 れ 方 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 エ バ ポ レ ー タ (1)は 、 上 下 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た ア ル ミ
ニ ウ ム 製 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)お よ び ア ル ミ ニ ウ ム 製 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)
と 、 両 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)(3)間 に 設 け ら れ た 熱 交 換 コ ア 部 (4)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)は 、 前 側 （ 通 風 方 向 下 流 側 ） に 位 置 す る 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (
5)と 後 側 （ 通 風 方 向 上 流 側 ） に 位 置 す る 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)と を 備 え て い る 。 冷 媒 入 出
用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)の 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)に ア ル ミ ニ ウ ム 製 冷 媒 入 口 管 (7)が 接 続 さ れ 、
同 じ く 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)に ア ル ミ ニ ウ ム 製 冷 媒 出 口 管 (8)が 接 続 さ れ て い る 。 冷 媒 タ ー
ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)は 、 前 側 に 位 置 す る 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)（ 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部
） と 後 側 に 位 置 す る 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)（ 冷 媒 流 出 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 ） と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 熱 交 換 コ ア 部 (4)は 、 左 右 方 向 に 間 隔 を お い て 並 列 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の ア ル ミ ニ ウ ム
製 熱 交 換 管 (12)か ら な る 熱 交 換 管 群 (13)が 、 前 後 方 向 に 並 ん で 複 数 列 、 こ こ で は ２ 列 配 置
さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 各 熱 交 換 管 群 (13)の 隣 接 す る 熱 交 換 管 (12)ど う し の 間
の 通 風 間 隙 、 お よ び 各 熱 交 換 管 群 (13)の 左 右 両 端 の 熱 交 換 管 (12)の 外 側 に は そ れ ぞ れ ア ル
ミ ニ ウ ム 製 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)が 配 置 さ れ て 熱 交 換 管 (12)に ろ う 付 さ れ て い る 。 左 右 両
端 の コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の 外 側 に は そ れ ぞ れ ア ル ミ ニ ウ ム 製 サ イ ド プ レ ー ト (15)が 配 置
さ れ て コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)に ろ う 付 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換
管 (12)の 上 下 両 端 は 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)お よ び 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)に 接 続 さ れ 、 後 側 熱
交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)の 上 下 両 端 部 は 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)お よ び 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ
部 (11)に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)は 、 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア
ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト か ら 形 成 さ れ か つ 熱 交 換 管 (12)が 接 続 さ れ た プ レ ー ト 状 の
第 １ 部 材 (16)と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 か ら 形 成 さ れ た ベ ア 材 よ り な り か つ 第 １ 部 材 (16)
の 上 側 を 覆 う 第 ２ 部 材 (17)と 、 左 右 両 端 開 口 を 閉 鎖 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 キ ャ ッ プ (18)(19)
（ 閉 鎖 部 材 ） と よ り な り 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 外 面 に 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)お よ び 冷 媒
出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)に 跨 る よ う に 、 前 後 方 向 に 長 い ア ル ミ ニ ウ ム ベ ア 材 製 の ジ ョ イ ン ト プ レ
ー ト (21)が ろ う 付 さ れ 、 ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)に 冷 媒 入 口 管 (7)お よ び 冷 媒 出 口 管 (8)が
接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 部 材 (16)は 、 そ の 前 後 両 側 部 分 に 、 そ れ ぞ れ 中 央 部 が 下 方 に 突 出 し た 曲 率 の 小 さ い
横 断 面 円 弧 状 の 湾 曲 部 (22)を 有 し て い る 。 各 湾 曲 部 (22)に 、 前 後 方 向 に 長 い 複 数 の 管 挿 通
穴 (23)が 、 左 右 方 向 に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る 。 前 後 両 湾 曲 部 (22)の 管 挿 通 穴 (23)は
、 そ れ ぞ れ 左 右 方 向 に 関 し て 同 一 位 置 に あ る 。 前 側 湾 曲 部 (22)の 前 縁 お よ び 後 側 湾 曲 部 (2
2)の 後 縁 に 、 そ れ ぞ れ 立 ち 上 が り 壁 (22a)が 全 長 に わ た っ て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 第 １ 部 材 (16)の 両 湾 曲 部 (22)間 の 平 坦 部 (24)に 、 複 数 の 貫 通 穴 (25)が 左 右 方 向 に 間 隔 を
お い て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ 部 材 (16)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト に プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 湾
曲 部 (22)、 立 ち 上 が り 壁 (22a)、 管 挿 通 穴 (23)、 平 坦 部 (24)お よ び 貫 通 穴 (25)を 同 時 に 形
成 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ 部 材 (17)は 下 方 に 開 口 し た 横 断 面 略 ｍ 字 状 で あ り 、 左 右 方 向 に 伸 び る 前 後 両 壁 (26)
と 、 前 後 両 壁 (26)間 の 中 央 部 に 設 け ら れ か つ 左 右 方 向 に 伸 び る と と も に 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ
タ ン ク (2)内 を 前 後 ２ つ の 空 間 に 仕 切 る 仕 切 手 段 と し て の 仕 切 壁 (27)と 、 前 後 両 壁 (26)お
よ び 仕 切 壁 (27)の 上 端 ど う し を そ れ ぞ れ 一 体 に 連 結 す る 上 方 に 突 出 し た ２ つ の 横 断 面 略 円
弧 状 連 結 壁 (28)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ 部 材 (17)の 前 壁 (26)お よ び 仕 切 壁 (27)の 下 端 部 ど う し は 、 分 流 制 御 手 段 と し て の 入
口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)に よ り 全 長 に わ た っ て 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 入 口 ヘ
ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)と 同 一 高 さ 位 置 に お い て 、 第 ２ 部 材 (17)の 後 壁 (26)お よ び 仕 切 壁
(27)の 下 端 部 ど う し は 、 分 流 制 御 手 段 と し て の 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (29)に よ り 全 長
に わ た っ て 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)に は そ の 左 端 か ら 切 り 欠 き (10a)が 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)に お け る 切 り 欠 き (10a)寄 り の 部 分 お よ び 右 端 寄 り の
部 分 に は そ れ ぞ れ 分 流 調 整 穴 (20A)(20B)が 貫 通 状 に 形 成 さ れ て い る 。 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流
制 御 壁 (29)の 後 側 部 分 に お け る 左 右 両 端 部 を 除 い た 部 分 に は 、 左 右 方 向 に 長 い 複 数 の 長 円
形 冷 媒 通 過 穴 (31A)(31B)が 左 右 方 向 に 間 隔 を お い て 貫 通 状 に 形 成 さ れ て い る 。 中 央 部 の 長
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円 形 冷 媒 貫 通 穴 (31A)の 長 さ は 他 の 長 円 形 冷 媒 貫 通 穴 (31B)の 長 さ よ り も 短 く 、 隣 り 合 う 熱
交 換 管 (12)間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 仕 切 壁 (27)の 下 端 は 前 後 両 壁 (26)の 下 端 よ り も 下 方 に 突 出 し て お り 、 そ の 下 縁 に 、 下 方
に 突 出 し か つ 第 １ 部 材 (16)の 貫 通 穴 (25)に 嵌 め 入 れ ら れ る 複 数 の 突 起 (27a)が 左 右 方 向 に
間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 突 起 (27a)は 、 仕 切 壁 (27)の 所 定 部 分 を 切 除 す る こ
と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)は 前 壁 (26)お よ び 仕 切 壁 (27)と 、 出 口
ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (29)は 後 壁 (26)お よ び 仕 切 壁 (27)と そ れ ぞ れ 一 体 に 形 成 さ れ て い る
が 、 前 壁 (26)お よ び 仕 切 壁 (27)と 別 体 の も の 、 お よ び 後 壁 (26)お よ び 仕 切 壁 (27)と 別 体 の
も の が 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)お よ び 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流
制 御 壁 (29)が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 ２ 部 材 (17)は 、 前 後 両 壁 (26)、 仕 切 壁 (27)、 連 結 壁 (28)お よ び 両 分 流 制 御 壁 (10)(29)
を 一 体 に 押 出 成 形 し た 後 、 プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)
に 切 り 欠 き (10a)お よ び 分 流 調 整 穴 (20A)(20B)を 形 成 す る と と も に 、 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流
制 御 壁 (29)に 冷 媒 通 過 穴 (31A)(31B)を 形 成 し 、 さ ら に 仕 切 壁 (27)を 切 除 し て 突 起 (27a)を
形 成 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 各 キ ャ ッ プ (18)(19)は 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (16)(17)を 合 わ せ た も の の 外 形 の 横 断 面 形 状
に ほ ぼ 合 致 し た 形 状 の プ レ ー ト 状 で あ り 、 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ
ン グ シ ー ト に プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 。 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 前
側 に は 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 分 流 制 御 壁 (10)よ り も 上 側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 上
側 左 方 突 出 部 (30)と 、 分 流 制 御 壁 (10)よ り も 下 側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 下 側 左 方 突 出
部 (32)と が 上 下 に 間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ 、 同 じ く 後 側 に は 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)
の 分 流 制 御 壁 (29)よ り も 上 側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 上 側 左 方 突 出 部 (33)と 、 分 流 制 御
壁 (29)よ り も 下 側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 下 側 左 方 突 出 部 (34)と が 上 下 に 間 隔 を お い て
一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 前 後 両 側 縁 と 上 縁 と の 間 の 円 弧 状 部 、
な ら び に 下 縁 の 前 側 部 分 お よ び 後 側 部 分 に 、 そ れ ぞ れ 左 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (36)が 一 体 に
形 成 さ れ て い る 。 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 前 側 の 上 側 左 方 突 出 部 (30)の 底 壁 に 冷 媒 入 口 (37)が
形 成 さ れ 、 同 じ く 後 側 の 上 側 左 方 突 出 部 (33)の 底 壁 に 冷 媒 出 口 (38)が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 左 側 キ ャ ッ プ (18)の 前 側 に は 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 右 方 突 出 部 (39
)が 一 体 に 形 成 さ れ 、 同 じ く 後 側 に は 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)の 分 流 制 御 壁 (29)よ り も 上 側
の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 上 側 右 方 突 出 部 (41)と 、 分 流 制 御 壁 (29)よ り も 下 側 の 部 分 内 に
嵌 め 入 れ ら れ る 下 側 右 方 突 出 部 (42)と が 上 下 に 間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 左 側 キ ャ ッ プ (18)の 前 後 両 側 縁 と 上 縁 と の 間 の 円 弧 状 部 、 な ら び に 下 縁 の 前 側 部 分 お よ
び 後 側 部 分 に 、 そ れ ぞ れ 右 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (43)が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 右 方 突 出 部
(39)(41)の 底 壁 に は 開 口 は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)は ア ル ミ ニ ウ ム ベ ア 材 に プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 形 成 さ れ
た も の で あ り 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 冷 媒 入 口 (37)に 通 じ る 短 円 筒 状 冷 媒 流 入 口 (45)と 、 同
じ く 冷 媒 出 口 (38)に 通 じ る 短 円 筒 状 冷 媒 流 出 口 (46)と を 備 え て い る 。 ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト
(21)の 上 下 両 縁 部 に お け る 冷 媒 流 入 口 (45)と 冷 媒 流 出 口 (46)と の 間 の 部 分 に は 、 そ れ ぞ れ
左 方 に 突 出 し た 屈 曲 部 (47)が 形 成 さ れ て い る 。 上 下 の 屈 曲 部 (47)は 、 そ れ ぞ れ 冷 媒 入 口 ヘ
ッ ダ 部 (5)と 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)と の 間 の 部 分 に 係 合 し て い る 。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト プ レ ー
ト (21)の 下 縁 の 前 後 両 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 左 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (48)が 一 体 に 形 成 さ れ て
い る 。 係 合 爪 (48)は 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 下 縁 部 に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)の 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (16)(17)と 、 両 キ ャ ッ プ (18)(19)と
、 ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)と は 次 の よ う に し て ろ う 付 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ お よ び
第 ２ 部 材 (16)(17)は 、 第 ２ 部 材 (17)の 突 起 (27a)が 第 １ 部 材 (16)の 貫 通 穴 (25)に 挿 通 さ れ
て か し め ら れ る こ と に よ り 、 第 １ 部 材 (16)の 前 後 の 立 ち 上 が り 壁 (22a)の 上 端 部 と 第 ２ 部
材 (17)の 前 後 両 壁 (26)の 下 端 部 と が 係 合 し た 状 態 で 、 第 １ 部 材 (16)の ろ う 材 層 を 利 用 し て
相 互 に ろ う 付 さ れ て い る 。 右 側 キ ャ ッ プ (19)は 、 前 側 の 上 突 出 部 (30)が 両 部 材 (16)(17)に
お け る 仕 切 壁 (27)よ り も 前 側 で か つ 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)よ り も 上 側 の 空 間 内 に
、 前 側 の 下 突 出 部 (32)が 両 部 材 (16)(17)に お け る 仕 切 壁 (27)よ り も 前 側 で か つ 入 口 ヘ ッ ダ
部 内 分 流 制 御 壁 (10)よ り も 下 側 の 空 間 内 に 、 後 側 の 上 突 出 部 (33)が 両 部 材 (16)(17)に お け
る 仕 切 壁 (27)よ り も 後 側 で か つ 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (29)よ り も 上 側 の 空 間 内 に 、 後
側 の 下 突 出 部 (34)が 仕 切 壁 (17)よ り も 後 側 で か つ 分 流 制 御 壁 (29)よ り も 下 側 の 空 間 内 に 、
そ れ ぞ れ 嵌 め 入 れ ら れ 、 上 側 の 係 合 爪 (36)が 第 ２ 部 材 (17)の 連 結 壁 (28)に 係 合 さ せ ら れ 、
下 側 の 係 合 爪 (36)が 第 １ 部 材 (16)の 湾 曲 部 (22)に 係 合 さ せ ら れ た 状 態 で 、 キ ャ ッ プ (19)の
ろ う 材 層 を 利 用 し て 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (16)(17)に ろ う 付 さ れ て い る 。 左 側 キ ャ ッ プ (18)
は 、 前 側 の 突 出 部 (39)が 両 部 材 (16)(17)に お け る 仕 切 壁 (27)よ り も 前 側 の 空 間 内 に 、 後 側
の 上 突 出 部 (41)が 両 部 材 (16)(17)に お け る 仕 切 壁 (27)よ り も 後 側 で か つ 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分
流 制 御 壁 (29)よ り も 上 側 の 空 間 内 に 、 後 側 の 下 突 出 部 (42)が 仕 切 壁 (17)よ り も 後 側 で か つ
分 流 制 御 壁 (29)よ り も 下 側 の 空 間 内 に 、 そ れ ぞ れ 嵌 め 入 れ ら れ 、 上 側 の 係 合 爪 (43)が 第 ２
部 材 (17)の 連 結 壁 (28)に 係 合 さ せ ら れ 、 下 側 の 係 合 爪 (43)が 第 １ 部 材 (16)の 湾 曲 部 (22)に
係 合 さ せ ら れ た 状 態 で 、 キ ャ ッ プ (18)の ろ う 材 層 を 利 用 し て 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (16)(17)
に ろ う 付 さ れ て い る 。 ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)は 、 上 側 屈 曲 部 (47)が 右 側 キ ャ ッ プ (19)の
前 後 方 向 の 中 央 部 お よ び 第 ２ 部 材 (17)の 両
連 結 壁 (28)間 の 部 分 に 係 合 さ せ ら れ 、 下 側 屈 曲 部 (47)が 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 前 後 方 向 の 中
央 部 お よ び 第 １ 部 材 (16)の 平 坦 部 (24)に 係 合 さ せ ら れ 、 さ ら に 係 合 爪 (48)が 右 側 キ ャ ッ プ
(19)の 下 縁 部 に 係 合 し た 状 態 で 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の ろ う 材 層 を 利 用 し て 右 側 キ ャ ッ プ (1
9)に ろ う 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ う し て 、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 部 材 (17)の 仕 切 壁 (27)
よ り も 前 側 が 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)、 同 じ く 仕 切 壁 (27)よ り も 後 側 が 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)
と な っ て い る 。 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)は 分 流 制 御 壁 (10)に よ り 上 下 ２ つ の 空 間 (5a)(5b)に
区 画 さ れ て お り 、 こ れ ら の 空 間 (5a)(5b)は 分 流 調 整 穴 (20A)(20B)に よ り 連 通 さ せ ら れ て い
る 。 ま た 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)は 分 流 制 御 壁 (29)に よ り 上 下 両 空 間 (6a)(6b)に 区 画 さ れ
て お り 、 こ れ ら の 空 間 (6a)(6b)は 長 円 形 冷 媒 通 過 穴 (31A)(31B)に よ り 連 通 さ せ ら れ て い る
。 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 冷 媒 入 口 (37)は 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 上 部 空 間 (5a)内 に 通 じ 、 冷
媒 出 口 (38)は 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)の 上 部 空 間 (6a)内 に 通 じ て い る 。 さ ら に 、 ジ ョ イ ン ト
プ レ ー ト (21)の 冷 媒 流 入 口 (45)が 冷 媒 入 口 (37)に 、 冷 媒 流 出 口 (46)が 冷 媒 出 口 (38)に そ れ
ぞ れ 連 通 さ せ ら れ て い る 。 こ こ で 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 上 部 空 間 (5a)が 冷 媒 入 口 (37)
に 通 じ る 第 １ の 空 間 で あ り 、 下 部 空 間 (5b)が 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)が 臨 む 第
２ の 空 間 で あ る 。 そ し て 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)の 切 り 欠 き (10a)の 左 端 開 口 が
左 側 キ ャ ッ プ (18)に よ り 閉 じ ら れ 、 こ れ に よ り 両 空 間 (5a)(5b)を 左 端 部 に お い て 相 互 に 連
通 さ せ る 連 通 穴 (40)が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で は 連 通 穴 (40)は 、 切 り 欠 き (10a)の
左 端 開 口 を 左 側 キ ャ ッ プ (18)に よ り 閉 じ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 代 え て
、 切 り 欠 き を 形 成 せ ず 、 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)の 左 端 部 に 貫 通 穴 を 形 成 す る こ と
に よ り 連 通 穴 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)の 上 部 空 間 (6a)が 冷
媒 出 口 (38)に 通 じ る 第 １ の 空 間 で あ り 、 下 部 空 間 (6b)が 後 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (1
2)が 臨 む 第 ２ の 空 間 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)は 、 両 面 に
ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト か ら 形 成 さ れ か つ 熱 交 換 管 (12)が 接 続
さ れ た プ レ ー ト 状 の 第 １ 部 材 (70)と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 か ら 形 成 さ れ た ベ ア 材 よ り な
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り か つ 第 １ 部 材 (70)の 下 側 を 覆 う 第 ２ 部 材 (71)と 、 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム
ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト か ら 形 成 さ れ か つ 左 右 両 端 開 口 を 閉 鎖 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 キ ャ ッ プ (5
0)(72)（ 閉 鎖 部 材 ） と よ り な り 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 外 面 に 、 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)お よ
び 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)に 跨 る よ う に 、 前 後 方 向 に 長 い ア ル ミ ニ ウ ム ベ ア 材 製 の 連 通 部 材
(51)が ろ う 付 さ れ 、 連 通 部 材 (51)を 介 し て 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)と 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)
と が 左 端 部 で 連 通 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)は 、 前 後 方 向 の 中 央 部 が 最 高 位 部 (73)と な る
と と も に 、 最 高 位 部 (73)か ら 前 後 両 側 に 向 か っ て 徐 々 に 低 く な る よ う に 全 体 に 横 断 面 円 弧
状 に 形 成 さ れ て い る 。 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 前 後 両 側 部 分 に 、 頂 面 (3a)に お け
る 最 高 位 部 (73)の 前 後 両 側 か ら 前 後 両 側 面 (3b)ま で 伸 び る 溝 (74)が 、 左 右 方 向 に 間 隔 を お
い て 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ 部 材 (70)は 、 前 後 方 向 の 中 央 部 が 上 方 に 突 出 し た 横 断 面 円 弧 状 で あ り 、 そ の 前 後 両
側 縁 に 垂 下 壁 (70a)が 全 長 に わ た っ て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ 部 材 (70)の 上
面 が 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)と な り 、 垂 下 壁 (70a)の 外 面 が 冷 媒 タ ー ン 用
ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 前 後 両 側 面 (3b)と な っ て い る 。 第 １ 部 材 (70)の 前 後 両 側 に お い て 、 前
後 方 向 中 央 の 最 高 位 部 (73)か ら 垂 下 壁 (70a)の 下 端 に か け て 溝 (74)が 形 成 さ れ て い る 。 第
１ 部 材 (70)の 最 高 位 部 (73)を 除 い た 前 後 両 側 部 分 に お け る 隣 接 す る 溝 (74)ど う し の 間 に 、
そ れ ぞ れ 前 後 方 向 に 長 い 管 挿 通 穴 (75)が 形 成 さ れ て い る 。 前 後 の 管 挿 通 穴 (75)は 左 右 方 向
に 関 し て 同 一 位 置 に あ る 。 第 １ 部 材 (70)の 最 高 位 部 (73)に 、 複 数 の 貫 通 穴 (76)が 左 右 方 向
に 間 隔 を お い て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 部 材 (70)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト に プ
レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ っ て 、 垂 下 壁 (70a)、 溝 (74)、 管 挿 通 穴 (75)お よ び 貫 通 穴 (76)を
同 時 に 形 成 す る こ と に よ り つ く ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 ２ 部 材 (71)は 上 方 に 開 口 し た 横 断 面 略 ｗ 字 状 で あ り 、 前 後 方 向 外 側 に 向 か っ て 上 方 に
湾 曲 し た 左 右 方 向 に 伸 び る 前 後 両 壁 (77)と 、 前 後 両 壁 (77)間 の 中 央 部 に 設 け ら れ か つ 左 右
方 向 に 伸 び る と と も に 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)内 を 前 後 ２ つ の 空 間 に 仕 切 る 垂 直 状
の 仕 切 壁 (78)と 、 前 後 両 壁 (77)お よ び 仕 切 壁 (78)の 下 端 ど う し を そ れ ぞ れ 一 体 に 連 結 す る
下 方 に 突 出 し た 横 断 面 略 円 弧 状 の ２ つ の 連 結 壁 (79)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 ２ 部 材 (71)の 後 壁 (77)の 上 端 部 と 仕 切 壁 (78)と は 、 流 出 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (52)に
よ り 全 長 に わ た っ て 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 流 出 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (52)に お け る 前 後
方 向 の 中 心 部 よ り も 後 側 の 部 分 に は 、 複 数 の 円 形 冷 媒 通 過 穴 (53)が 左 右 方 向 に 間 隔 を お い
て 貫 通 状 に 形 成 さ れ て い る 。 隣 り 合 う 円 形 冷 媒 通 過 穴 (53)間 の 間 隔 は 、 左 端 部 か ら 遠 ざ か
る に つ れ て 徐 々 に 大 き く な っ て お り 、 こ れ に よ り 分 流 制 御 壁 (52)の 単 位 長 さ 当 た り の 円 形
冷 媒 通 過 穴 (53)の 数 は 右 方 に 向 か っ て 少 な く な っ て い る 。 な お 、 隣 り 合 う 円 形 冷 媒 通 過 穴
(53)間 の 間 隔 は 、 す べ て 等 し く な っ て い て も よ い 。 仕 切 壁 (78)の 上 端 は 前 後 両 壁 (77)の 上
端 よ り も 上 方 に 突 出 し て お り 、 そ の 上 縁 に 、 上 方 に 突 出 し か つ 第 １ 部 材 (70)の 貫 通 穴 (76)
に 嵌 め 入 れ ら れ る 複 数 の 突 起 (78a)が 左 右 方 向 に 間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 突
起 (78a)は 、 仕 切 壁 (78)の 所 定 部 分 を 切 除 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で
は 、 流 出 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (52)は 後 壁 (77)お よ び 仕 切 壁 (78)と 一 体 に 形 成 さ れ て い る
が 、 後 壁 (77)お よ び 仕 切 壁 (78)と 別 体 の も の が 固 着 さ れ る こ と に よ り 、 流 出 ヘ ッ ダ 部 内 分
流 制 御 壁 (52)が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 ２ 部 材 (71)は 、 前 後 両 壁 (77)、 仕 切 壁 (78)、 連 結 壁 (79)お よ び 分 流 制 御 壁 (52)を 一 体
に 押 出 成 形 し た 後 、 プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 分 流 制 御 壁 (52)に 円 形 冷 媒 通 過 穴 (53)を
形 成 し 、 さ ら に 仕 切 壁 (78)を 切 除 し て 突 起 (78a)を 形 成 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 各 キ ャ ッ プ (50)(72)は プ レ ー ト 状 で あ り 、 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー
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ジ ン グ シ ー ト に プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 。 左 側 キ ャ ッ プ (50)は
、 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (70)(71)を 合 わ せ た も の の 外 形 の 横 断 面 形 状 に 合 致 し た 形 状 で あ る
本 体 部 分 (50a)と 、 本 体 部 分 (50a)の 上 縁 部 の 前 後 方 向 中 間 部 に 一 体 に 形 成 さ れ か つ 第 １ 部
材 (70)よ り も 上 方 に 突 出 し た 略 台 形 状 の 上 方 突 出 部 (50b)と を 備 え て い る 。 左 側 キ ャ ッ プ (
50)の 本 体 部 分 (50a)の 前 側 に は 、 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 右 方 突 出 部 (54
)が 一 体 に 形 成 さ れ 、 同 じ く 後 側 に は 、 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 上
側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 上 側 右 方 突 出 部 (55)と 、 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 下 側 の 部 分 内
に 嵌 め 入 れ ら れ る 下 側 右 方 突 出 部 (56)と が 上 下 に 間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 前 後 両 側 縁 と 下 縁 と の 間 の 円 弧 状 部 お よ び 上 縁 の 前 後 両 端 寄 り の
部 分 に 、 そ れ ぞ れ 右 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (57)が 形 成 さ れ 、 さ ら に 上 方 突 出 部 (50b)の 両 傾
斜 辺 部 お よ び 下 縁 の 前 後 方 向 中 央 部 に 、 そ れ ぞ れ 左 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (58)が 形 成 さ れ て
い る 。 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 前 側 の 右 方 突 出 部 (54)の 底 壁 お よ び 後 側 の 下 側 右 方 突 出 部 (56)
の 底 壁 に 、 そ れ ぞ れ 貫 通 穴 (59)(60)が 形 成 さ れ て い る 。 前 側 の 貫 通 穴 (59)が 冷 媒 流 入 ヘ ッ
ダ 部 (9)内 を 外 部 に 通 じ さ せ 、 後 側 の 貫 通 穴 (60)が 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 分 流 制 御 壁 (52
)よ り も 下 側 の 部 分 内 を 外 部 に 通 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 右 側 キ ャ ッ プ (72)の 前 側 に は 、 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 左 方 突 出 部 (81
)が 一 体 に 形 成 さ れ 、 同 じ く 後 側 に は 、 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 上
側 の 部 分 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 上 側 左 方 突 出 部 (82)と 、 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 下 側 の 部 分 内
に 嵌 め 入 れ ら れ る 下 側 左 方 突 出 部 (83)と が 上 下 に 間 隔 を お い て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 右 側 キ ャ ッ プ (72)の 前 後 両 側 縁 と 下 縁 と の 間 の 円 弧 状 部 お よ び 上 縁 の 前 後 両 端 寄 り の
部 分 に 、 そ れ ぞ れ 左 方 に 突 出 し た 係 合 爪 (84)が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 右 方 突 出 部 (81)お
よ び 下 側 右 方 突 出 部 (83)の 底 壁 に は 貫 通 穴 は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 連 通 部 材 (51)は ア ル ミ ニ ウ ム ベ ア 材 に プ レ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ
り 、 左 方 か ら 見 て 左 側 キ ャ ッ プ (50)と 同 形 同 大 の プ レ ー ト 状 で あ っ て 、 そ の 周 縁 部 が 左 側
キ ャ ッ プ (50)の 外 面 に ろ う 付 さ れ て い る 。 連 通 部 材 (51)に は 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の ２ つ の
貫 通 穴 (59)(60)を 通 じ さ せ る よ う に 外 方 膨 出 部 (61)が 形 成 さ れ て い る 。 外 方 膨 出 部 (61)の
内 部 が 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 両 貫 通 穴 (59)(60)を 通 じ さ せ る 連 通 路 (62)と な っ て い る 。 外
方 膨 出 部 (61)の 上 端 部 は 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 上 方 突 出 部 (50b)の 上 端 部 に 位 置 し て お り
、 こ れ に よ り 連 通 路 (62)の 通 路 面 積 が 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 中 で 大 き く と ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (70)(71)と 、 両 キ ャ ッ プ (50)(72)
と 、 連 通 部 材 (51)と は 次 の よ う に し て ろ う 付 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ お よ び 第 ２ 部 材
(70)(71)は 、 第 ２ 部 材 (71)の 突 起 (78a)が 貫 通 穴 (76)に 挿 通 さ れ て か し め ら れ る こ と に よ
り 、 第 １ 部 材 (70)の 前 後 の 垂 下 壁 (70a)の 下 端 部 と 、 第 ２ 部 材 (71)の 前 後 両 壁 (77)の 上 端
部 と が 係 合 し た 状 態 で 、 第 １ 部 材 (70)の ろ う 材 層 を 利 用 し て 相 互 に ろ う 付 さ れ て い る 。 両
キ ャ ッ プ (50)(72)は 、 前 側 の 突 出 部 (54)(81)が 両 部 材 (70)(71)に お け る 仕 切 壁 (78)よ り も
前 側 の 空 間 内 に 、 後 側 の 上 突 出 部 (55)(82)が 両 部 材 (70)(71)に お け る 仕 切 壁 (78)よ り も 後
側 で か つ 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 上 側 の 空 間 内 に 、 後 側 の 下 突 出 部 (56)(83)が 両 部 材 (70)(7
1)に お け る 仕 切 壁 (72)よ り も 後 側 で か つ 分 流 制 御 壁 (52)よ り も 下 側 の 空 間 内 に そ れ ぞ れ 嵌
め 入 れ ら れ 、 上 側 の 係 合 爪 (57)(84)が 第 １ 部 材 (70)に 係 合 さ せ ら れ 、 下 側 の 係 合 爪 (57)(8
4)が 第 ２ 部 材 (71)の 前 後 両 壁 (77)に 係 合 さ せ ら れ た 状 態 で 、 各 キ ャ ッ プ (50)(72)の ろ う 材
層 を 利 用 し て 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 (70)(71)に ろ う 付 さ れ て い る 。 連 通 部 材 (51)は 、 左 側 キ
ャ ッ プ (50)の 係 合 爪 (58)が 連 通 部 材 (51)に 係 合 さ せ ら れ た 状 態 で 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の ろ
う 材 層 を 利 用 し て 左 側 キ ャ ッ プ (50)に ろ う 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ う し て 、 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 部 材 (71)の 仕 切 壁 (78
)よ り も 前 側 が 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)、 同 じ く 仕 切 壁 (78)よ り も 後 側 が 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (1
1)と な っ て い る 。 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)は 分 流 制 御 壁 (52)に よ り 上 下 ２ つ の 空 間 (11a)(11
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b)に 区 画 さ れ て お り 、 こ れ ら の 空 間 (11a)(11b)は 円 形 冷 媒 通 過 穴 (53)に よ り 連 通 さ せ ら れ
て い る 。 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 後 側 貫 通 穴 (60)は 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)の 下 部 空 間 (11b)に 通
じ て い る 。 そ し て 、 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)内 と 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)内 と
が 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 貫 通 穴 (59)(60)お よ び 連 通 部 材 (51)の 外 方 膨 出 部 (61)内 の 連 通 路
(62)を 介 し て 連 通 さ せ ら れ て い る 。 こ こ で 、 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)が 冷
媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)に 通 じ る 第 １ の 空 間 で あ り 、 上 部 空 間 (11a)が 後 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱
交 換 管 (12)が 臨 む 第 ２ の 空 間 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 後 の 熱 交 換 管 群 (13)を 構 成 す る 熱 交 換 管 (12)は ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 で 形 成 さ れ た ベ
ア 材 か ら な り 、 前 後 方 向 に 幅 広 の 偏 平 状 で 、 そ の 内 部 に 長 さ 方 向 に 伸 び る 複 数 の 冷 媒 通 路
(12a)が 並 列 状 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ５ お よ び 図 ７ 参 照 ） 。 ま た 、 熱 交 換 管 (12)の 前 後 両
端 壁 は 外 方 に 突 出 し た 円 弧 状 と な っ て い る 。 前 側 の 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)と 、 後
側 の 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)と は 、 左 右 方 向 の 同 一 位 置 に 来 る よ う に 配 置 さ れ て お
り 、 熱 交 換 管 (12)の 上 端 部 は 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)の 第 １ 部 材 (16)の 管 挿 通 穴 (23)
に 挿 通 さ れ て 第 １ 部 材 (16)の ろ う 材 層 を 利 用 し て 第 １ 部 材 (16)に ろ う 付 さ れ 、 同 じ く 下 端
部 は 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 第 １ 部 材 (70)の 管 挿 通 穴 (75)に 挿 通 さ れ て 第 １ 部 材 (
70)の ろ う 材 層 を 利 用 し て 第 １ 部 材 (70)に ろ う 付 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 側 熱 交 換 管 群 (13
)の 熱 交 換 管 (12)が 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)お よ び 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)に 連 通 し 、 後 側 熱 交
換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)が 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)お よ び 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)に 連 通 し
て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ こ で 、 熱 交 換 管 (12)の 左 右 方 向 の 厚 み で あ る 管 高 さ (h)は ０ ． ７ ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ （ 図
８ 参 照 ） 、 前 後 方 向 の 幅 で あ る 管 幅 は １ ２ ～ １ ８ ｍ ｍ 、 周 壁 の 肉 厚 は ０ ． １ ７ ５ ～ ０ ． ２
７ ５ ｍ ｍ 、 冷 媒 通 路 (12a)ど う し を 仕 切 る 仕 切 壁 の 厚 さ は ０ ． １ ７ ５ ～ ０ ． ２ ７ ５ ｍ ｍ 、
仕 切 壁 の ピ ッ チ は ０ ． ５ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ 、 前 後 両 端 壁 の 外 面 の 曲 率 半 径 は ０ ． ３ ５ ～ ０ ． ７
５ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 熱 交 換 管 (12)と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 形 材 製 の も の に 代 え て 、 ア ル ミ ニ ウ ム
製 電 縫 管 の 内 部 に イ ン ナ ー フ ィ ン を 挿 入 す る こ と に よ り 複 数 の 冷 媒 通 路 を 形 成 し た も の を
用 い て も よ い 。 ま た 、 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ ー ジ ン グ シ ー ト に 圧 延 加
工 を 施 す こ と に よ り 形 成 さ れ 、 か つ 連 結 部 を 介 し て 連 な っ た ２ つ の 平 坦 壁 形 成 部 と 、 各 平
坦 壁 形 成 部 に お け る 連 結 部 と は 反 対 側 の 側 縁 よ り 隆 起 状 に 一 体 成 形 さ れ た 側 壁 形 成 部 と 、
平 坦 壁 形 成 部 の 幅 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 両 平 坦 壁 形 成 部 よ り そ れ ぞ れ 隆 起 状 に 一 体 成 形
さ れ た 複 数 の 仕 切 壁 形 成 部 と を 備 え た 板 を 、 連 結 部 に お い て ヘ ア ピ ン 状 に 曲 げ て 側 壁 形 成
部 ど う し を 突 き 合 わ せ て 相 互 に ろ う 付 し 、 仕 切 壁 形 成 部 に よ り 仕 切 壁 を 形 成 し た も の を 用
い て も よ い 。 こ の 場 合 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン は ベ ア 材 か ら な る も の を 用 い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)は 両 面 に ろ う 材 層 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム ブ レ
ー ジ ン グ シ ー ト を 用 い て 波 状 に 形 成 さ れ た も の で あ り 、 波 頂 部 (14a)、 波 底 部 (14b)お よ び
波 頂 部 (14a)と 波 底 部 (14b)と を 連 結 す る 平 坦 な 水 平 状 連 結 部 (14c)よ り な り 、 連 結 部 (14c)
に 複 数 の ル ー バ （ 図 示 略 ） が 前 後 方 向 に 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)は
、 前 後 両 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)に 共 有 さ れ て お り 、 そ の 前 後 方 向 の 幅 は 前 側 熱 交
換 管 (12)の 前 側 縁 と 後 側 熱 交 換 管 (12)の 後 側 縁 と の 間 隔 を ほ ぼ 等 し く な っ て い る （ 図 ３ 参
照 ） 。 そ し て 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の 波 頂 部 (14a)お よ び 波 底 部 (14b)は 、 熱 交 換 管 (12)
に ろ う 付 さ れ て い る 。 な お 、 １ つ の コ ル ゲ ー ト フ ィ ン が 前 後 両 熱 交 換 管 群 (13)に 共 有 さ れ
る 代 わ り に 、 両 熱 交 換 管 群 (13)の 隣 り 合 う 熱 交 換 管 (12)ど う し の 間 に そ れ ぞ れ コ ル ゲ ー ト
フ ィ ン が 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ こ で 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の フ ィ ン 高 さ (H)で あ る 波 頂 部 (14a)と 波 底 部 (14b)と の
直 線 距 離 は ７ ． ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ． ０ ｍ ｍ 、 同 じ く フ ィ ン ピ ッ チ (P)で あ る 連 結 部 (14c)の ピ ッ
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チ は １ ． ３ ～ １ ． ７ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の 波 頂 部 (1
4a)お よ び 波 底 部 (14b)は 、 熱 交 換 管 (12)に 密 接 状 に ろ う 付 さ れ た 平 坦 部 分 と 、 平 坦 部 分 の
両 側 に 設 け ら れ か つ 連 結 部 (14c)に 連 な っ た ア ー ル 状 部 分 と よ り な る が 、 ア ー ル 状 部 分 の
曲 率 半 径 (R)は ０ ． ７ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 エ バ ポ レ ー タ (1)は 、 各 構 成 部 材 を 組 み 合 わ せ て 仮 止 め し 、 す べ て の 構 成 部 材 を 一 括 し
て ろ う 付 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 エ バ ポ レ ー タ (1)は 、 圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨 張 弁 と と も に フ ロ ン 系 冷 媒 を 使 用 す
る 冷 凍 サ イ ク ル を 構 成 し 、 カ ー エ ア コ ン と し て 車 両 、 た と え ば 自 動 車 に 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 述 し た エ バ ポ レ ー タ (1)に お い て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨
張 弁 を 通 過 し た 気 液 混 相 の ２ 層 冷 媒 が 、 冷 媒 入 口 管 (7)か ら ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)の 冷
媒 流 入 口 (45)お よ び 右 側 キ ャ ッ プ (19)の 冷 媒 入 口 (37)を 通 っ て 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2
)の 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 上 部 空 間 (5a)内 に 入 る 。 上 部 空 間 (5a)内 に 入 っ た 冷 媒 は 、 上 部
空 間 (5a)内 を 左 方 に 流 れ 、 つ い で 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)の 連 通 穴 (40)を 通 っ て 流
れ 方 向 を 変 え る よ う に Ｕ タ ー ン し て 下 部 空 間 (5b)内 に 入 り 、 下 部 空 間 (5b)内 を 上 部 空 間 (5
a)内 と は 逆 向 き に 右 方 に 流 れ 、 分 流 し て 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の す べ て の 熱 交 換 管 (12)の 冷
媒 通 路 (12a)内 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 通 路 (12a)内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 冷 媒 通 路 (12a)内 を 下 方 に 流 れ て 冷
媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)内 に 入 る 。 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)内 に
入 っ た 冷 媒 は 左 方 に 流 れ 、 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 前 側 貫 通 穴 (59)、 連 通 部 材 (51)の 外 方 膨 出
部 (61)内 の 連 通 路 (62)お よ び 左 側 キ ャ ッ プ (50)の 後 側 貫 通 穴 (60)を 通 る こ と に よ り 、 流 れ
方 向 を 変 え る よ う に タ ー ン し て 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)内 に 入 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)か ら 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)へ の 冷 媒 の 分 流
が 充 分 に 均 一 化 さ れ て い な い こ と に 起 因 し て 、 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)を 流 れ
る 冷 媒 の 温 度 （ 冷 媒 乾 き 度 ） の 分 布 に 偏 り が 生 じ て い た と し て も 、 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)
か ら 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)内 に タ ー ン し て 流 入 す る 際 に 、 冷 媒 が 混 合 さ
れ る こ と に な り 、 そ の 温 度 は 全 体 に 均 一 に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)内 に 入 っ た 冷 媒 は 右 方 に 流 れ 、 流 出 ヘ ッ ダ 部 内
分 流 制 御 壁 (52)の 円 形 冷 媒 通 過 穴 (53)を 通 っ て 上 部 空 間 (11a)内 に 入 り 、 分 流 し て 後 側 熱
交 換 管 群 (13)の す べ て の 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 通 路 (12a)内 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 通 路 (12)内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 流 れ 方 向 を 変 え て 冷 媒 通 路 (12a)内
を 上 方 に 流 れ て 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)の 下 部 空 間 (6b)内 に 入 り 、 出 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御
壁 (29)の 長 円 形 冷 媒 通 過 穴 (31A)(31B)を 通 っ て 上 部 空 間 (6a)内 に 入 る 。 こ こ で 、 分 流 制 御
壁 (29)に よ っ て 冷 媒 の 流 れ に 抵 抗 が 付 与 さ れ る の で 、 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 上 部 空 間 (1
1a)か ら 後 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)へ の 分 流 が 均 一 化 さ れ る と と も に 、 冷 媒 入 口
ヘ ッ ダ 部 (5)の 下 部 空 間 (5b)か ら 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)へ の 分 流 も 一 層 均 一
化 さ れ る 。 そ の 結 果 、 両 熱 交 換 管 群 (13)の す べ て の 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 流 通 量 が 均 一 化 さ
れ 、 熱 交 換 コ ア 部 (4)全 体 の 温 度 分 布 も 均 一 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 つ い で 、 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)の 上 部 空 間 (6a)内 に 入 っ た 冷 媒 は 、 右 側 キ ャ ッ プ (19)の
冷 媒 出 口 (38)お よ び ジ ョ イ ン ト プ レ ー ト (21)の 冷 媒 流 出 口 (46)を 通 り 、 冷 媒 出 口 管 (8)に
流 出 す る 。 そ し て 、 冷 媒 が 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 通 路 (12a)、 お よ び
後 側 熱 交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 通 路 (12a)を 流 れ る 間 に 、 通 風 間 隙 を 図 １ お よ
び 図 ９ に 矢 印 Ｘ で 示 す 方 向 に 流 れ る 空 気 と 熱 交 換 を し 、 気 相 と な っ て 流 出 す る 。
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【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の と き 、 コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の 表 面 に 凝 縮 水 が 発 生 し 、 こ の 凝 縮 水 が 冷 媒 タ ー ン 用
ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)に 流 下 す る 。 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)に 流 下
し た 凝 縮 水 は 、 キ ャ ピ ラ リ 効 果 に よ り 溝 (74)内 に 入 り 、 溝 (74)内 を 流 れ て 前 後 方 向 外 側 の
端 部 か ら 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)の 下 方 へ 落 下 す る 。 こ う し て 、 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ
ダ タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)と コ ル ゲ ー ト フ ィ ン (14)の 下 端 と の 間 に 多 く の 凝 縮 水 が 溜 ま る こ
と に 起 因 す る 凝 縮 水 の 氷 結 が 防 止 さ れ 、 そ の 結 果 エ バ ポ レ ー タ (1)の 性 能 低 下 が 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ こ で 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)が 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 (10)に よ り 上 下 両 空 間 (5a)(
5b)に 区 画 さ れ て い る の で 、 両 空 間 (5a)(5b)の 内 容 積 が 比 較 的 小 さ く な っ て 両 空 間 (5a)(5b
)内 で の 冷 媒 の 流 速 が 速 く な る と と も に 、 熱 交 換 管 (12)が 臨 ん で い る 下 部 空 間 (5b)の 内 容
積 が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 圧 縮 機 が オ ン に な っ た 場 合 、 下 部 空 間 (5b)内 に 速 や か に 所
定 量 の 冷 媒 が 溜 ま っ て 熱 交 換 管 (12)内 に 流 入 す る こ と に な り 、 エ バ ポ レ ー タ (1)が 冷 え 始
め る ま で の 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 こ れ と は 逆 に 、 圧 縮 機 が オ フ に な っ た 場 合 、 下 部 空 間 (5b)
内 に 残 る 冷 媒 量 の 左 右 方 向 の ば ら つ き が 抑 制 さ れ 、 エ バ ポ レ ー タ (1)の 温 度 上 昇 が 均 一 化
さ れ て 熱 交 換 コ ア 部 (4)を 通 過 す る 風 の 温 度 で あ る 吐 気 温 が 均 一 化 さ れ る 。 し た が っ て 、
圧 縮 機 の オ ン 、 オ フ 制 御 時 の 応 答 性 が 早 く な る 。 さ ら に 、 両 空 間 (5a)(5b)内 で の 冷 媒 の 流
速 が 速 く な る の で 、 冷 媒 流 量 が 少 な い 場 合 で あ っ て も 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)内 に 流 入 し
た 冷 媒 は 下 部 空 間 (5b)の 全 体 に 流 れ や す く な り 、 前 側 熱 交 換 管 群 (13)の す べ て の 熱 交 換 管
(12)内 の 冷 媒 流 量 が 均 一 化 さ れ る 。 そ の 結 果 、 熱 交 換 に 寄 与 す る 冷 媒 量 が 熱 交 換 コ ア 部 (4
)の 左 右 方 向 に 関 し て 均 一 化 さ れ 、 熱 交 換 コ ア 部 (4)を 通 過 し て 来 た 空 気 の 温 度 も 全 体 的 に
均 一 化 さ れ て エ バ ポ レ ー タ (1)の 熱 交 換 性 能 が 著 し く 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 冷 媒 流 量 が 少 な い 場 合 に は 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 上 部 空 間 (5a)内 に 流 入 し た
冷 媒 は 、 右 側 の 分 流 調 整 穴 (20B)を 通 っ て も 下 部 空 間 (5b)の 右 端 部 、 す な わ ち 下 部 空 間 (5b
)に お け る 冷 媒 入 口 (37)か ら 最 も 離 れ た 部 分 に 直 接 流 入 す る の で 、 冷 媒 流 量 が 少 な い 場 合
に 冷 媒 が 行 き 渡 り に く い 下 部 空 間 (5b)の 右 端 部 に も 多 く の 冷 媒 を 流 す こ と が で き 、 前 側 熱
交 換 管 群 (13)の 熱 交 換 管 (12)の 冷 媒 流 量 が 均 一 化 さ れ 、 エ バ ポ レ ー タ (1)の 熱 交 換 性 能 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 一 方 、 冷 媒 流 量 が 多 く 、 か つ 熱 交 換 コ ア 部 (4)の 左 側 を 通 過 す る 空 気 の 風 速 が 早 く な っ
た 場 合 に は 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 上 部 空 間 (5a)内 に 流 入 し た 冷 媒 は 、 左 側 の 分 流 調 整
穴 (20A)を 通 っ て も 下 部 空 間 (5b)に お け る 左 端 部 に 流 入 す る の で 、 風 速 が 早 く 熱 交 換 効 率
の 優 れ た 前 側 熱 交 換 管 群 (13)に お け る 左 側 の 熱 交 換 管 (12)に 多 く の 冷 媒 を 流 す こ と が で き
、 エ バ ポ レ ー タ (1)の 熱 交 換 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 両 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)(3)の 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)と 冷 媒 流 入 ヘ
ッ ダ 部 (9)と の 間 、 お よ び 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)と 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)と の 間 に そ れ ぞ れ
１ つ の 熱 交 換 管 群 (13)が 設 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 両 ヘ ッ ダ タ ン ク (2
)(3)の 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)と 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)と の 間 、 お よ び 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部 (6)
と 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)と の 間 に そ れ ぞ れ １ ま た は ２ 以 上 の 熱 交 換 管 群 (13)が 設 け ら れ て
い て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)が 上 、 冷 媒 タ
ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)が 下 と な っ て い る が 、 こ れ と は 逆 に 、 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (2)
が 下 、 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク (3)が 上 に く る よ う に 用 い ら れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 冷 媒 タ ー ン 用 タ ン ク (3)に は 、 隣 り 合 う 熱 交 換 管 (12)
間 の 部 分 に お い て 排 水 性 向 上 の た め の 溝 (74)が 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 各 熱 交 換 管 (12)と 対 応 す る 位 置 に 、 排 水 性 向 上 の た め の 溝 が 形 成 さ れ て い て も
よ い 。 こ の 場 合 、 冷 媒 タ ー ン 用 タ ン ク (3)の 頂 面 (3a)か ら 前 後 両 側 面 (3b)に か け て 、 各 管
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挿 通 穴 (75)の 前 後 方 向 外 端 に 連 な っ て 排 水 性 向 上 の た め の 溝 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 冷 媒 タ ー ン 用 タ ン ク (3)の 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 (9)と 冷 媒
流 出 ヘ ッ ダ 部 (11)の 下 部 空 間 (11b)と は 、 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部 (5)の 冷 媒 入 口 (37)と は 反 対 側
の 端 部 に お い て 連 通 さ せ ら れ て い る が 、 こ れ と は 逆 に 、 冷 媒 入 口 (37)と 同 一 端 部 に お い て
連 通 さ せ ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 こ の 発 明 に よ る 熱 交 換 器 が エ バ ポ レ ー タ に 適 用 さ れ て
い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 に よ る 熱 交 換 器 は 、 圧 縮 機 、 ガ ス ク ー ラ 、 中 間 熱 交 換 器 、 減 圧 器 お よ
び エ バ ポ レ ー タ を 有 し か つ Ｃ Ｏ ２ 冷 媒 等 の 超 臨 界 冷 媒 を 使 用 す る カ ー エ ア コ ン を 備 え た 車
両 、 た と え ば 自 動 車 に お い て 、 カ ー エ ア コ ン の エ バ ポ レ ー タ と し て 用 い ら れ る こ と が あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 熱 交 換 器 を 適 用 し た エ バ ポ レ ー タ の 全 体 構 成 を 示 す 一 部 切 り 欠 き
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の エ バ ポ レ ー タ の 後 方 か ら 見 た 中 間 部 を 省 略 し た 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 部 を 省 略 し た 図 ２ の Ａ － Ａ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す エ バ ポ レ ー タ の 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク の 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す エ バ ポ レ ー タ の 冷 媒 タ ー ン 用 ヘ ッ ダ タ ン ク の 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ２ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す エ バ ポ レ ー タ の 熱 交 換 コ ア 部 の 一 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 す エ バ ポ レ ー タ に お け る 冷 媒 の 流 れ 方 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
(1)： エ バ ポ レ ー タ
(2)： 冷 媒 入 出 用 ヘ ッ ダ タ ン ク
(4)： 熱 交 換 コ ア 部
(5)： 冷 媒 入 口 ヘ ッ ダ 部
(5a)： 上 部 空 間 （ 第 １ の 空 間 ）
(5b)： 下 部 空 間 （ 第 ２ の 空 間 ）
(6)： 冷 媒 出 口 ヘ ッ ダ 部
(9)： 冷 媒 流 入 ヘ ッ ダ 部 （ 冷 媒 流 入 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 ）
(10)： 入 口 ヘ ッ ダ 部 内 分 流 制 御 壁 （ 第 ２ の 分 流 制 御 壁 ）
(11)： 冷 媒 流 出 ヘ ッ ダ 部 （ 冷 媒 流 出 側 中 間 ヘ ッ ダ 部 ）
(12)： 熱 交 換 管
(13)： 熱 交 換 管 群
(14)： コ ル ゲ ー ト フ ィ ン
(14a)： 波 頭 部
(14b)： 波 底 部
(14c)： 連 結 部
(16)： 第 １ 部 材
(17)： 第 ２ 部 材
(18)(19)： キ ャ ッ プ （ 閉 鎖 部 材 ）
(20A)(20B)： 分 流 調 整 穴
(27)： 仕 切 壁
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(37)： 冷 媒 入 口
(38)： 冷 媒 出 口
(40)： 連 通 穴

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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